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2．地盤概要  

地盤はFig．1に示したように，旧海底層である沖積砂  

層，砂礫層およびシルト層とその上部の盛土層から成っ  

ている．   

盛土層は層厚4－6．5mであり，粘土分を少し含む玉  

石混りの砂礫を主体としたものである，礫径は10－5伽1m  

程度であり，玉石の径は100～50伽鵬程度である．工事直  

前まで池であった個所を同様の砂礫土で埋めた部分もあ  

るが，全体的には中位に締まった均質な地盤である．   

3．改良目的  

地盤改良により盛土層およびその下部の砂，砂礫層の  

Ⅳ値の増加をはかり，消防法に定められた地震時の液状  

化に対する安全を確保する．   

4．施エの流れ，および技術管理  

本工法の特色は施工の各段階において各種の計測，試  

験を実施し，それらの情報に基づいて次段階の施工をす  

すめることである．施工の流れと技術管理の関係をFig．  

2に示す．   

5．施工  

改良深度8m，増加Ⅳ値10（Ⅳ値≧15）を目標とし  

燃料油タンク基礎の動庄密地盤改  

良工事  

中野 輝幸＊  

Teruyuki Nakano 
松浦 故意＊＊  

Toshikazu Matsuura   

尾鷲三田火力発電所3号機増設工事にあたり燃料油タ  

ンクの基礎地盤改良工法として重錐落下時の衝撃荷重に  

より地盤を締固める垂艦密工法を採用した．その施工概  

要と改良結果を報告する．   

1．エ事概要   

工事名：尾鷲三田火力発電所3号機 燃料油タンク基礎  

および防油堤工事  

企業先：中部電力株式会社  

場 所：三重県尾鷲市国市松泉町1番地  

工 期：昭和60年9月24日一昭和61年10月31日  

タンク規模：燃料油タンク3基（容量7，000kl，直径26．151m）  

軽油タンク1基（容量 300kl，直径6．770m）  

置換油タンク1基（容量145kl，直径5．舶Om）  

改良面積：8，668m2（防油堤部を含む．）  
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地璧改良抱囲 

＊中部（支）尾鷲（出）  

＊＊中部（支）尾鷲（出）所長  Fig．1土質縦断図   
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てTablelに示す打撃仕様を設定し，本施工に先立ちテ  

ストタンビングにより打撃仕様のチェックをおこなっ  

た．その結果，本タンビングの打撃により所定の改良効  

果達成が可能であると判断し，本施工においても同様の  

打撃仕様により施工した．   

施工は12tのハンマー（鋼＋コンクリート製）を130t吊  

級のクローラクレーン（KH500）に取り付けたものを用  

い，昭和60年9月24日から12月9日（実質2か月）でお  

こなった．タンビング時は，クレーン吊下げ式の飛石防  

技術管理  
●基本統の打政  

●仮BMの設置  
●賓仕托の打設  

●ほ準要人試験（〃瞳〉  

●浮上り洲言  

●ホール襟．探さの測定  

●地せ振動．騒音の測道  

（テストダンピングのみ）  

●地表戯托F暮の刺這  

●地表面賓ほの測定  

●浮上り献言  

●ホール手数．粟さの測左  

●地盤飯軌 翳旨の測定  
（テストタンヒング巧みI  

●地表面一セド肇の測定  

●地表面変化の測定  

●惰準買入軋捨りい  

●ホール往．▲篭さの測定  

●地1鰹振如，蟻抒の測定  

●地璧振動．篇苗の洲左   
けストダンピングのみI  

●ほ準貫人式願（」V位）  

●プレシオメーター試」練 りツ，上P値I  
竹丘7 ト」n5タンクのみI  

●管理試」躁結果の改良前千隻  

の対比に基づく放鳥効果磯  
路  

Fig．2 施工の流れ  Photolタンピンクモ状況  

‾bblel打撃什様  

ハンマー 立量  打 撃 卜il数（回）   打撃エネルギ  
タンビングわ称  シリーズ■数  ー（平均）  

lγ（t）   〃（m）   旦（m）  
第1シリ」ズ  第2シリーズ   備  考  

g（t・m／mヱ）  

本ダンピング   12   20   5（正方形）   2   13   13   250  

補強タンビング   12   20   Ilij  仁   6－8  61－86  

什卜げタンピンケ   12   1．75（ベタ）   2  80  

「bble2 施二1二数量集計表  

施l二面楯  

木タンヒング  

（m2）  椚t）  〃（m）ig（m）r 勘    占【t・mnl上l   1シリーズ貞2シリーズ   タンビング  タンビング  l本タン 1シリーズ  ビング 2シリーズ  ダンピング  ダンピング  本タンビング lシリーズ■l2シリーズ   】タンビング  タンビング   

No＿5燃料一油タンク  【2381・25 n  12  20ト品   山  2  250  13  13  8  2  88  89  36  794  】144  “ 1157】2紬  H  H   1588   

No．6燃料油タンク    12  20  5．0 （l卜ん汗jl  ∃2 250  n   田  田  6  2  88  8g  36  788  1144  1157∈216   1576   
No＿7燃紺由タンク  2381．25  12  20  5．0 （lトん－形I  ‖ 21250 n   田  13 【 6   2  88  89  36  794  1144 H  1157  【216  1588   

置換油タンク 軽油タンク  川  637．5  12  20  r川チノ書j，＝  円  l2l25。  ‖   四  13  6  2  2ヰ  18l12  M   213  312  234  72  428  合    計  7762．5  ‖           288  【285  120  2589  3744  3705  792  5178   
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止ネット（7．2mX7．2mXlO．2m）を装備しておこなっ  

た（Tablel）．   

施工数量はTable2に示したとおりである．   

なお，本施工で実施した補強タンビングは，本タンビ  

ングにより改良が終了した後，特にシェル周りの打撃ピ  

ッチによるむらをなくする目的で実施した．また，仕上  

げタンビングは本タンビングによる深い部分の改良が完  

了した後，地表面付近を締固めるために実施した．  

標準貫人Ⅳ値（回）  

0  10  20  30  40  50  

0 事前調査 －－－－  

△ 中間調査 －－－  

● 事後調査 ＋  

Fig．4 標準貫入試験による改良効果  

Photo2 打撃札全景   

6．改良結果  

地表面沈下量は，第1シリーズで2〔k叫 第2シリーズ  

で1駄叫補強タンビングで6c叫合計42cmが測定された．  

これは改良層厚の約5％に相当し，砂礫土の平均的な値  

である．打撃エネルギーと沈下量の関係をグラフに表わ  

すとFig．3となる．   

標準貴人試験Ⅳ値を事前，中間（第2シリーズ後），  

事後で測定した結果をFig．4に示す．タンビングの進行  

に従ってⅣ値が増加しており，中間，事後とも改良目標  

値（深度8mまでⅣ値≧15）が達成されている．  
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Fig．3 打撃エネルギー～沈下量  

10  25  50  100  
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Fig．5 騒音レベルー距離   
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丁．騒音，振動   

本工法は作業の特性から発生する騒音，振動は大きい  

と考えられていたためテストタンビング時に騒音，振動  

の測定を行なった．その結果をFig．5およぴFig．6示  

す．これは周辺人家までの距離が200m以上であること  

を考えると，全く問題にならない値であった．   

8．おわりに  

本工事の動圧密工法による地盤改良結果は，対象地盤  

が砂礫土による盛土層であり施工実績の多い地盤である  

ことから，目標通りの改良効果をあげることができた．   

また，この工法を採用するに当たっての懸案事項であ  

った騒音，振動に対しても周辺住民からの苦情もなく無  

事工事を完了することができた．   

最後に本工法を採用し施工するに当たって多大な御旨  

導御協力をいただいた関係者の皆様に深く感謝いたしま  

す．  
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Fig．6 振動レベルー距離  
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